
 2009 年に始まった､本学の「日本語教育・文化体験プログラム」も、今回で夏・冬通算 10 回目を 

迎えます。このプログラムをきっかけに、その後も様々な形で交流を続け、社会へ羽ばたいていった 

参加学生たちの便りを耳にします。 

約 1 か月の当プログラムでは、主に午前中は日本語を集中的に学習し、午後は特別講義やア

クティヴィティなどを予定しています。日本で生活し、本学の学生との交流を深めることにより、日

本語能力の飛躍的な向上が期待できます。また、それ以上に人のやさしさに触れ、温かい友情に

包まれるような感動的な体験が待っています。そして夏の北海道は、風も心地よく快適です。 

プログラムには、日本語授業の他「日本事情」（歴史などの授業の聴講、文化体験等の授業）

や「日本人学生との合同授業」などが含まれます。 

週末には主要な観光地「富良野･旭川（１週目）」「小樽・ニセコ（２週目）」「函館（３週目）」（天

候等により変更もあります）などでの地域体験学習、宿泊研修（コテージ、温泉などを予定）を盛り

込み、北海道を存分に体験できる内容となっています。 

期間中の宿泊については学生のプライバシーを重視し、個室を準備します。また、受講生が安

心して約一か月のプログラムに臨めるよう、本学学生がサポートします。 

 

１．プログラム期間 

 2014 年 7 月 2 日（水）～2014 年 8 月 1 日（金） ※到着 7 月 1 日、出発 8 月 2 日 

 

２．プログラム費用 

男子学生：170,000 円（朝食と夕食を含んだ料金となります。） 

・大学指定の「寮」に宿泊となります。（風呂、シャワー完備） 

・寮では１人１室を用意しプライバシーを重視しています。 

女子学生：160,000 円（朝食、夕食は各自で用意します。アパートでの自炊になります。） 

・アパート（マンション）での１人暮らしとなります。 

※宿泊施設に関しては、別紙もご覧ください。 

◆プログラム経費に含まれるもの 

 ・「日本語授業」および「日本事情」等の授業料、テキスト代 

 ・地域体験学習（フィールドトリップ）、合宿研修費、その他入場料等 

 ・宿泊費（個室アパート家賃）布団リース代 

 ・空港送迎バス代 

◆プログラム経費に含まれないもの                                                                   

 ・往復の航空運賃 

 ・食事代（男子学生は昼食代） 

 

３．募集締め切り 

 2014 年 6 月１６日（月） 

 応募が 25 名に満たない場合は、実施中止もございますことをご了承願います。 

※内容に関しては変更する場合もありますことをご了承願います。 



2014 年度「札幌学院大学日本語教育・文化体験プログラム（夏）」予定表  
 1 講時 9：10～10： 40  2 講時 10：50～12：20  3 講時 13：10～14： 40 

  
月  火  水  木  金  土  

 7 月 1 日  7 月 2 日  7 月 3 日  7 月 4 日  7 月 5 日  

1 講 時  

   

千 歳 空 港 迎 え 

 ↓大 学 へ移 動  

ガイダンス 

各 アパート説 明  

クラス分 け 日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  

休  日  

２講 時  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  

３講 時  日 本 語 授 業  

   学 内 施 設  

利 用 説 明  

歓 迎 会  

 7 月 7 日  7 月 8 日  7 月 9 日  7 月 10 日  7 月 11 日  7 月 12 日  

1 講 時  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  地 域 体 験 学 習 １ 

（旭 川 ・富 良 野 ） 

・旭 山 動 物 園 (旭 川 )

・ﾌｧｰﾑ富 田  

(富 良 野 ) 

２講 時   日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  

３講 時  アクティヴィティ  

特 別 講 義  

北 海 道 の歴 史 Ⅰ 

札 幌 ドーム 

プロ野 球 観 戦  

北 海 道 日 本 ハム 

VS 福 岡 ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ 

希 望 者 のみ、交 通

費 800 円 程 度  

 7 月 14 日  7 月 15 日  7 月 16 日  7 月 17 日  7 月 18 日  7 月 19 日  

1 講 時  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  地 域 体 験 学 習 ２ 

（ニセコ・小 樽 ） 

･ﾆｾｺのコテージに 

宿 泊 します。 

地 域 体 験 学 習 ２ 

（ニセコ・小 樽 ） 

・小 樽 市 内 観 光  

２講 時  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  

３講 時   アクティヴィティ 
 特 別 講 義  

北 海 道 の歴 史 Ⅱ 

 7 月 21 日  7 月 22 日  7 月 23 日  7 月 24 日  7 月 25 日  7 月 26 日  

1 講 時  祝 日 （海 の日 ） 日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  地 域 体 験 学 習 ３ 

・函 館  

湯 の川 温 泉 宿 泊  

 

 

地 域 体 験 学 習 ３ 

・函 館 市 内 見 学  

 

大 学 到 着  

17 時 予 定  

２講 時  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  

３講 時  アクティヴィティ 
 

 

 7 月 28 日  7 月 29 日  7 月 30 日 7 月 31 日 8 月 1 日  8 月 2 日  

1 講 時  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  

帰 国  

見 送 り 

２講 時  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  日 本 語 授 業  

３講 時      

修 了 証 授 与  

送 別 会  

(ｻｯﾎﾟﾛﾋﾞｰﾙ園 ) 

【地 域 体 験 学 習 について】 

7/12 「富 良 野 ・旭 川 」 旭 山 動 物 園 （旭 川 市 ）⇒美 瑛 の丘 （美 瑛 町 ）⇒ファーム富 田 （富 良 野 市 ） 

 ・旭 山 動 物 園 （奇 跡 の動 物 園 として日 本 国 内 でブームになりました。入 場 者 数 日 本 一 も記 録 しました） 

 ・美 瑛 の丘 （ドラマや CM 撮 影 で有 名 な丘 になります。北 海 道 らしい景 色 が期 待 できます） 

 ・ファーム富 田 （ラベンダー畑 が満 開 です。紫 、白 、オレンジに染 まる景 色 は圧 巻 です） 

7/18～19「ニセコ・小 樽 」 

 ・18 日 ⇒ニセコでの体 験 学 習 ⇒コテージに移 動 し６～１０名 程 度 のグループごとにバーベキュー（コテージ宿 泊 ） 

 ・19 日 ⇒朝 食 （コテージごと）⇒小 樽 市 内 の観 光 へ（歴 史 の街 「小 樽 」での自 由 時 間 ） 

7/25～26「函 館 」 

 ・25 日 ⇒工 場 見 学 （千 歳 市 内 のビール工 場 ）⇒函 館 の夜 景 見 学 （函 館 湯 の川 温 泉 宿 泊 ） 

 ・26 日 ⇒函 館 市 内 の自 由 見 学 （グループ行 動 を予 定 しています） 



 

宿泊施設について 

 

 

プログラム期 間 中 、本 学 ではプライバシーを重 視 して、学 校 近 辺 のアパートで一 人 一 室 を提

供いたします。男子学生は大学の寮を利用していただきますが、こちらも一人一室です。 

 

女子学生に関しては、食費は参加費用に含まれませんので、各自で毎食用意していただくこ

とになります。毎 回 、参 加 学 生 は友 達 や日 本 人 のパートナー学 生 と一 緒 に料 理 をしたり、外

出して食べに行くなどして楽しんでいます。 

男 子 学 生 については、平 日 は寮 にて朝 食 ・夕 食 が提 供 されます（この食 事 代 は参 加 費 用 に

含まれます）。 

 

＜部屋の設備＞ 

各 部 屋 によって若 干 の違 いはありますが、基 本 的 な家 具 ・家 電 （ベッド、テレビ、冷 蔵 庫 、洗

濯 機 、電 子 レンジなど）はほとんどの部 屋 に設 置 されています。また、最 低 限 度 の調 理 器 具

（ガスレンジ、鍋、フライパン）や多少の食器もご用意いたします。 

ただし、男 子学生の寮ではテレビや洗濯機など家電品はそれぞれ設置された場所での共同

使用となり、食事も朝と晩に提供いたしますので、キッチンは基本的に使用しません。 

 

以下のような細かな日用品は各自でご用意ください。 

 

・ヘアドライヤー 

・タオル 

・石鹸・シャンプー 

・ティッシュペーパー 

・その他、各自が日常使っていて必要と思われるもの 

・また、日本では電圧が 100V のため、変圧器を持参されるとよいでしょう。 

 

  不明な点はお問い合わせください。 

また、到着時、大学側より部屋の使用に関して詳しい説明もいたしますので、 

どうぞ安心してお越しください。 

 

※プログラム参加学生のみなさんにご利用いただくアパートは、一般の学生なども居住するも

のです。滞 在 中 の注 意 については到 着 時 ご説 明 いたしますが、他 の居 住 者 、または今 後 の

居住者のことも念頭においたうえでご利用ください。 

 

 




